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業況、売上、採算

今期（2022.10～12）の業況判断DI

は8.7で、前年同期(2021.10～12)と比

べ7.3ポイント低下しました。

来期（2023.1～3）は、業況がマイ

ナスに転じると予想しています。

ＤＩ
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▲13.1

▲22.7

今期の売上高DIは21.7で、前年同期と

比べ2.3ポイント低下しました。

来期は、売上の増加傾向が弱まると予

想しています。

今期の採算DIは▲13.1で、前年同期と

比べ9.1ポイント低下しました。

来期は、採算の悪化傾向が強まると予

想しています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　サービス業

客単価、利用客数、仕入単価

今期の客単価DIは26.1で、前年同期と

比べ26.1ポイント上昇し、プラスに転じ

ました。

来期は、客単価の上昇傾向が弱まると

予想しています。

今期の利用客数DIは▲13.1で、前年同

期と比べ17.5ポイント低下し、マイナス

に転じました。

来期は、利用客数がプラスに転じると

予想しています。

今期の仕入単価DIは61.9で、前年同期

と比べ16.4ポイント上昇しました。

来期は、仕入単価の横ばいを予想して

います。

今期の従業員数DIは4.3で、前年同期

と比べ0.3ポイント上昇しました。

来期は、従業員数の増加傾向が弱まる

と予想しています。
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従業員、今期の雇用状況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　サービス業

資金繰り、設備投資

今期の資金繰りDIは4.6で、前年同期

と比べ7.4ポイント低下しました。

来期は、資金繰りがマイナスに転じる

と予想しています。

設 備 投 資 を 実 施 し た 企 業 の 割 合 は

43.5%で、前年同期と比べ12.5%減少し

ました。投資内容は、1位が「車両運搬

具」、2位が「OA機器」の順です。

来期に設備投資を計画している企業の

割合は39.1%で、減少を予想しています。
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4.6

▲4.5

ＤＩ

今期の雇用状況について、自社の従業

員数が過剰であると回答した企業はなく、

適 正 で あ る と 回答し た 企 業 の 割合 は

73.9%、不足していると回答した企業の

割合は26.1%でした。

73.9 26.1
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●今期の雇用状況 過剰 適正 不足

従業員数と雇用状況の相関関係につい

て、最も多かったのは「従業員数は前年

同期比で変わらず、充足している」とい

う回答で、60.8%を占めました。

回答全体では、73.9%が適正数の従業

員を確保できている状況にあります。

12.0

今期従業員数 今期の雇用状況 回答数

過剰 0

適正 3

不足 0

過剰 0

適正 14

不足 4

過剰 0

適正 0

不足 2

増加した

不変だった

減少した
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　■仕入価格の上昇と利用客数の減少が進行しており、業績は悪くなる一方だ。（写真業）

　■自社のセキュリティリスクに備えたい企業との取引が増えており、企業向け取引は今後も増収が見込まれ

　　るが、個人客は支出削減の傾向が強く出ているため、減収に向かっていくと思われる。（保険業）

　■最低賃金や仕入価格の上昇により、業況が悪化した。（ビルメンテナンス）

　■前年同期比の売上額はほぼ不変だが、顧客に提供するサーバーがＡＷＳ（Ａｍａｚｏｎの子会社）、ＧＣ

　　格が上昇し利益を圧迫した。現在のところ人材確保の予定はない。（情報処理・提供サービス業）

　　Ｐ（Ｇｏｏｇｌｅのサービス）など海外勢に依存しており、米ドル決済のため円安の影響を受け、仕入価

　■売上は増加傾向だが、電気料金等諸経費が増加した。（ビルメンテナンス）

　■今期は円安が一服し、若干円高方向に戻ったので仕入価格の上昇が抑えられているが、変動幅が大きく来

　　期の予想は難しい。再度円安方向に推移し、仕入価格の上昇によって利益が減少すると思われる。会計年

　　度末の駆け込み需要に期待している。（情報処理・提供サービス業）

　■電気料金や原油価格、原材料価格の上昇による経費増加が見込まれる。（ビルメンテナンス）

　■借入の返済が始まるので、現在の売上高でいくと相当厳しい状況になる。（保険業）

　　しても心配ない。（美容業）

［今期の業況について］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス業

　　とができたが、光熱費などの経費が負担になっている。（美容業）

　■コロナ禍のため、突然のキャンセルが多く不安だ。１２月に仕入を増やしたため、１月は仕入価格が上昇

　■利用客数、売上が順調に増加したが、材料やその他仕入単価の上昇により採算は厳しい。（飲食店）

　■昨年自社で引き受けた修学旅行客が、今年は一部他社引き受けとなり売上額が減少したが、本業以外の分

　　野が好転し、業況は不変だった。（旅行代理店）

　■新型コロナウイルス流行の影響で客数は減少しているが、普段パーマとカラーを別々にされる方が、一度

　　の来店で同時に注文されるので、客単価が上昇した。仕入価格は材料店のキャンペーンを活用し抑えるこ

［来期の業況について］

経営上の問題点

今期直面している経営上の問題点は、1位が「従業員の確保難」、「利用者ニーズの変

化への対応」（同位）、2位が「材料等仕入価格の上昇」、「人件費の増加」（同位）、3

位が「利用料金の低下・上昇難」、「人件費以外の経費の増加」（同位）の順です。

企業の声
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従業員の確保難

利用者ニーズの変化への対応

材料等仕入価格の上昇

人件費の増加

利用料金の低下・上昇難

人件費以外の経費の増加

需要の停滞

競争の激化

店舗施設の狭隘・老朽化

熟練従業員の確保難

新規参入者の増加

後継者・事業承継への不安

事業資金の借入難

その他
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